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　　　国鉄の雪の被害は年間数億円に及

　　ぶが，その中で電線路の被害がかな

　　　りの比率を占めている．このため昭
　　　　　　　　　　　　　ヂ
　　’和24年から5力年を目標として，電

　　線路雪害対策委員会が設けられて研

　　究が開始された．以前に北海道で始

　　められた鉄道線路の凍上対策委員会

　　　と同じ道を躇んで1基礎的な面から

　　・手をつけ七，実用の段階にまで持っ

　　　て行こうというのが．ねらいであっ

　　　た．しかし，今回の場合は問題が問一一

　　題だけに，凍上対策のようなスッキ

　　　リした成果まで持ち込まれなかっ

　　　た．つぎつぎに新しい問題が出て来

　　　るうちに，5年目の昭和28年度で一」

　　　応委員会は幕を閉ぢることになった

　　　のである．しかし，この委員会の研

　　究によって明かになった重要な事項

　　　は幾つかある．その年々の成果は各

　　　年度報告「電線路の雪害対策研究報

　　告」に収録されて来たが，委員会の

　　1閉鎖に当って，直接電線路を扱って

　　　いる現場人を対象として，一年度報告

　　　の要点を整理して，間答形式に纏め

　　　たのが本書である．形式は問答の形

　　　をとってはいるが，述べられている’

　　　内容の調子は下げてはいない．

　　　　内容は8章に分れ，第1章　電線

　　　・の着氷と着雪，第2章　氷雪脱落時

　　　の電線の跳ね上り（スリート・ジャ
』姥1

　　　ンプ），第3章　支持物上の冠雪，

　　第4章　山稜に形成せられる雪庇，

　　　・第5章平地積雪の洗降力，第6章

　　　．斜面積雪移動圧，第7章　雪崩，第

　　　8章電気的被害　　　　　　．．

　　　，となっている．

　　　　この委員会り研突の結果，明かに

　　　された現象に着雪がある．在来は電

　　線へ雪：氷が付着する現象を着氷と考

　　　えていたのを，着雪と着氷の区別が
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あることをはっぎりさせ，雪の付着

する現象に新たに「着雪」という名

称を与えたこ’とは特筆に値する業績

であった．沢山の着雪の観測一主
一
と
し て新潟県塩沢で行われたが一

と分析にょうて着雪の機構が明かに

なり，一方，高田測候所で行われた

気象観測と着雪現象の同時観測とか

ら，統計的に着雪発生の気象条件，

すなわち気温と風速との関係が明か

にされた．また塩沢の観測から，降

雪量と着雪星との関係，着雪量と重

量との関係などを知ることがでぎ

た，このような知識を基にして1新

潟地方気象台では新潟県下の着雪予

報を実用化したのである．これ等の

事項は第1章に述べられている．・

　着雪の現象は，日本では北陸地方

に多く，毎年数回は起こるのである

が，その他の地方でも雪の降る所な

・らば多かれ少かれ起こっているが，

世人の注目を余りひいていない模様

である1この委員会の調査による
と，四国や九州のような暖地でも見

られ惹ことが分った．北海道では，

新潟あたりと種類を異にする非常に

堅硬な着雪があって，電線をズダズ

ダに寸断するような大被害が起ζる

ことが分った．このことについて

は，委員会では昨年から調査の手を

延したばかりである．

　電線に着雪すると重量が増して電

線が延び切れ，あるいは電柱の倒壊

が起る．漕雪が電線から脱落すると

その衝撃で電線が振動を起こして，

、電線どうしが接触して，送電線だと

ショートして焼け切れることが起こ

る．この現象をスリ・』ト・ジャンプ

というが，この現象の徹底的に大掛

りな調査がこの委員会の分科会で行

われた．その結果，被害を防ぐのに‘

電線の間隔を幾らにとればよいか，

というようなことが溝量的1こ明かに

された．これ等の事項は第2章に述，

べられている．

　近来，大電力のダム式発電所が各，

地にでき・超高圧の送電線が山を趣・

えて遠距離まで延びて行く傾向があ

る．この場合，山越えの送電線に

は，着雪または着氷に対する考慮が

必要であると考えられる．

　第3章以下に述べられた現象も，

それぞれ電線路に及ぼす被害の原因

であるが，ここでは機構の解明され

，、ていない部分が多い」これは主とし

て積雪の性質の複雑さに由来するも

のであるから，積雪の物性的性質が

明かにされていない現在では未開の

分野といってよい．これについて

は，最近，北海道大学で，雪を粘弾

性論的立場からり取り扱いを開始し

たので，いずれは解明される時磯が

来るであるう・　　’，

　電線路の雪害といえば，非常に狭

い特殊な分野と考えられるかも知れ

ないが，実は雪の問題の全部を含ん

でいるともいえる．さらに実際的な

面からも，通信線，送電線，配電線

といった，文化の神経系統に・タッチ

した間題である．あるいは，電線路’

をケーブルにすれば，間題が解消す

るではないかといわれるかも知れな

いが，．それが実際的に不可能である

限り，この問題は残されるごとにな

る．

　また気象学的14も興味ある問題で

もあるりで敢て気象人の一覧をおi奨

めしたい．

　　　　　　　　（蔵重一彦）
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